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音読 ･暗唱が生み出す英語で表現できるカ (質と量)の育成とその先

DevelopingLearners'ExpressivePowersthroughReadingAloudandMemorizingandFromNowOnward

-BothQuantitativelyandQualitatively- [2010-2012の3年間の取り組み]

英語科 林 正 太

く要旨>

一斉授業の中で､また､普通教育というスタンスの中で､手段として使える英語力の育成の継続的な指導は何であ

ろうか｡言語には音声があり､それを耳にし､口にしてみるという語学学習の鉄則に､どの段階でも立ち返える重要

性を生徒に実践させた｡さらに､｢その先｣にあるものに､いかに近づけていけるかを模索した｡｢教師のしかけ｣を

3年間のスパンの中に位置づけた実践報告である｡

<キーワード> 音 音読と暗唱 英語のかたまり

生徒による授業

3年間の指導目標

1年目:英語のかたまりを意識させる音読と暗唱からサ

マリーライティング- (口頭-筆記)

2年目:音読と暗唱の継続指導と､つなぎの語を用いた

パラグラフを意識させたサマリーライティング

へ (口頭-筆記)

3年目:教科書本文とその原典を読ませた後､知的好奇

心に見合った生徒による授業展開へ

ここ数年､英語科のスタッフの感触で､オーラルコミュ

ニケーションの授業が数年前に比べて､活気があるとい

う感想が一部に出ている｡ 後に示す附属世田谷中学校出

身 (以下､世中と記す)の生徒の所感文が､この感触が

単なる感覚的なものではないことを裏付けている｡

2009年度頃より､我々､英語科のスタッフの会話と

して ｢言葉をつなぐようになった｣｢暗記したままでは
なく､易しい表現で言い換えることが出来ている｣｢授
業後にALTにコメントや感想を求めに行っている｣

｢タームの最後に行うOneMinuteSpeechでは､人前で

話すことが慣れている｣などが挙げられ出した｡これは､

感覚的なものなのか､コミュニケーション重視の英語教

育を中学生が受けてきた影響なのか､明らかに､英語圏

からの帰国生と世中出身生徒の要素の大きさを感じさせ

る｡ 目立つ生徒をチェックして資料から出身中学校を調

べると､確かに世中出身者が多い｡一般の公立中学校や

帰国生が､世中出身生徒に ｢帰国?｣と尋ねる場面も､

耳にしてきた｡

つなぎの言葉 論の展開 知的好奇心 しかけ

林は､偶然にも､世中で633制の英語教育 (1年時週

6時間､2､3年時週3時間)を最初に受けてきた生徒(本

校53期)と､この制度の最後となった生徒 (本校57期)

を担当した｡633制の英語教育を受けてきた生徒は､英

語学習の各分野において積極的な取り組みを示している

こと､英語嫌いが出ていないこと､予習が習慣化されて

いるのが､この制度の大きな功績であろう｡ これらの傾

向は､以下に記すアンケート結果から読み取ることがで

きる｡

ここで､世中出身生徒へのアンケートとその回答を記載

する｡

アンケート項目 2010年9月実施

(対象 :2クラス21人)

附属世田谷中学校で､君たちは633制の英語教育を受

けてきました｡附属高校の英語の授業のどういうところ

に､学んできたことが役に立っていると思っていますか｡

アンケート回答 原文のまま

[ ]内は林の所感である｡

･633制に直接関係しているかどうかは分かりませんが､

特に､中学校で学習してきたことが役に立ったと思っ

たのは､LessonTest(英語 Ⅰのまとめのテスト)の

ときです｡｢そのLessonで学んだことを､自分の言葉

で隣りの人に話してから､その内容を書きなさい｣と

いうパターンが多いと思いますが､(多いですよね?)

教科書はもちろん､サマリーなどとも違った別の表現

が浮かんできて､分量はともかくとりあえずできるん

です｡これは､中学の授業で本文に関する絵を用いて
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発表する機会が非常に多く､さらに､｢自分の言葉で｣

という条件がついていた､などといったことに起因す

ると思いますね｡

他には､教科書を読んで､質問された時に､教科書の

該当箇所をそのまま読むのではなく､ある程度整理さ

れた答え方ができたときですかね｡中2の時は､2週

間に1回はALTと1対1で話す機会がありましたか

ら｡ それから､普段の授業ではフルセンテンスを意識

していました｡(会話ではないので)まあ､大まかに

は､こういったところでしょうか｡一貫して言えるの

は世田谷中の授業は､机と黒板だけでは学ぶことので

きない英語との触れ合う貴重な場であったということ

です｡今後も続けていってほしいです｡

[LESSONTESTで､その内容をパートナーに自分の

言葉を交えながら､ゆっくりと話すことができる生徒]

｡1年生の時に､毎日英語を学び､ラジオ講座をきくこ

とを義務づけられていたので､その1年間の間で読む

力､書く力､聞く力をのばすことができました｡ま

た､英文日記を書くことによって自分で考える力も伸

びたと思います｡今の附属高校の授業での音読練習に

役立っていると思います｡

[音読では､Sensegroupを捉えている生徒]

･附中での英語の授業はかなり回数が多かったので､附

高での英語の授業の回数が少ないと感じるほどです｡

(中1では6時間､高1では5時間)また､日記を書

いたのも､その時はものすごく面倒くさかったけど､

今考えると英文を作る感覚がかなり身についたと思い

ます｡スピーチコンテストも自分にとって大きなプラ

スになったと思います｡なぜなら自分で考えてきた原

稿を皆の前で発表するのに抵抗があまりないのは､こ

のスピーチコンテストのおかげだとおもうからです

[高校のオーラルコミュニケーションのOneMinute

Speechで､絵を使って堂々とスピーチを行った生徒]

･語学は､年齢が若いほど頭に入りやすく､また基礎が

しっかりとわかっていないとその先が理解できないの

で､1年生のときに授業数が多いのは良いと思います｡

附属高校の実力テス トやAdvancedReadingsでは､

大量の英文を読むために､英語を嫌がらずに自然と受

け入れることが必要なので､基本の段階で英語に慣れ

ることは役に立っていると思います｡

[1年生9月の第1回実力テストで､英語圏からの帰

国生と同程度の得点を取った生徒]

･1年生の間は､英語が6時間あったので毎日英語にふ

れる時間があった｡そのため､英語アレルギーをおこ

さず楽しく､英語を学ぶことができた｡とてもたくさ

んある附属高校の課題についていけるのも､英語を初

期段階で好きになれたからだと思う｡

[音読も暗唱も大きな声で行っている､予習は必ずや

ってくる生徒]

･633制の英語教育では､中学校1年生での英語教育が

多いことになる｡ 英語導入時で英語の授業を多く行っ

たことで英語の基礎は確立されたと思う｡ また､早い

時期からのリスニング及びALTの教師とのコミュニ

ケーションがなされてきた｡そして､中学校2年､3

年となるごとにより高度になっていった｡さて､それ

らの教育が附属高校での英語で一番役立っているのは

OCの授業であると感じる｡ ネイティブの先生とのや

りとりは､抵抗なくできる｡何より､前に立ってのプ

レゼンテーション (?)や説明で世田谷の生徒は力を

発揮していると思う｡1分程度のスピーチもこれらは

中学1年の時から学んできたのだ｡

中学校の授業では､教科書の内容をさらに自分の言葉

で､前に出て説明したりALTの先生に伝えたりした｡

このことは､OC時ではもちろん､英語R[英語 Ⅰ]

においての別の表現法 (いわゆるパラフレーズ等)と

似ているなと感じた｡中学校では､633制の英語教育

で主に ｢伝える｣能力の面で役に立っている｡

[音読テストと暗唱では､クラスメートの注目を浴び

ている｡LESSONTESTでは､自分の言葉で内容を

的確に伝えている｡ ADVANCEDREADINGSの和訳

では､状況を押えて意訳が感覚ではなく､語法､構文

をおさえながら行える生徒]

･1年生の時に､週6時間も英語の授業があったので､"1

年の間に沢山やっとかなきゃ"感がり､2,3年の時

は週3時間しかなかったので､"宿題や家庭学習で補

わなきゃ"感があるので､今､英語はとても懸命に取

り組んでいる｡附高の英語の授業は予習が前提なので､

633の3の部分がとても役に立っていて､予習をして

くる力がついていると思う｡

[教科書本文を手書きでノートに写し､全訳を予習と

してやっている生徒]

い年時の実唾] (担当 2クラス)

英語 Ⅰの授業 (3単位)では､教科書 (ELEMENT

EnglishCourseI 啓林館)を使用している｡ 内容理

解 (Listening- Summary- Q&A)の後の活動と

して､SenseGroupを意識させた音読 (SlashReaping)
をさせた｡その後､英語のまま内容を確認させる目的
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で､[PARAPHRASE]を読ませている｡ 下記に示す

[SUMMARY]は､Listening/ReadingComprehension

ゃorallntroductionで生徒に提示した｡まとめとして､

そのレッスンで学習した内容の要約 (各レッスン750語

前後)を､パートナーに2分間で口頭で伝えてから､自

分で発した英語を7分間で書かせる指導を行った｡

以下にLesson7で使用したハンドアウトを示 した｡

紙面の関係上､Partlのみ記載した｡

その後に､まとめとしてのレッスンテスト (その課の

要約)の解答の2例 (世中出身生徒)を記しておく｡

Lesson7 FacingtheLion

Josephl'saz･emarkablema月.N Hilftheyeaz･/Joseph

l'sasocl'alstudl'esteachez･/ataschooll'ntheUS.//

Theotherhalf/hel'saMaasal'warrl'oY/1'nnorthern

Kenya./〟 Hehasamastez･'sdegree/fromHaz･vazd

Unl'versIty.

[SUMMARY]

1Alionstory

lnnorthernKenya,thelionisasymbolof( )

and( ).Ifyoukillalion,everyone( )

you.Sotokillalionisa( )ofeverywarrior.

Josephwasatacattle( )whenhewasabout

14.Ⅰnthemiddleofthenight,thisbigsound( )

himup.Itwasthesoundofallthecowsstartingto(

)inevery( ).Andthatmeansa( )has

appeared.Justthen,onecowmadeaterrible( ).

Alionheldthecowbythe( ).

教科書本文 [スラッシュ]

Ⅰ'mgolngtOtellyou/alionstoryノ/

Innor也ernKenya,/thelionisasymbol/ofbravery

andprideノ/ Ifyoukillalion,/youarerespected

byeveryone.// Itiseverywarrior'sdream/tokill

alionノ/ Butatthetimeofthisstory,/wheniwas

about14,/Ⅰ'dnevercomefacetoface/withalion.//

Iwasatacattlecamp.//Thatevenlng,/afterthe

cowsgotbackfromgrazlng,/wesattogetheraround

the丘re,/sangsongs,/andtoldstoriesノ/

Ⅰnthemiddleofthenight,/Iwoketothisverybig

sound/ -likerain,/butthesoundwasnotrain/

butallofthecows/startingtopeeノ/Allofthem,/

ineverydirectionノ/ Andthatisthesignofalionノ/

Theydon'tactthatway/aroundanyotheranimalノ/

Onlythelion.// Rightthen,/acowmadeaterrible

sound,/andweknew/thatthelionhadit/bythe

throat.

[pARAPHRASE]

1Alionstory

I'mgolngtOtellyoualionstory.

InnorthernKenya,thelionisasymbolofbravery

andpride.Ifyoukillalion,everyonerespectsyou.To

killalionisadreamofeverywarrior.Butatthetime

ofthisstory,whenlwasabout14,Ihadnevermeta

liondirectly.

Iwasatacattlecamp.Thatevening,afterthecows

returnedfromeatinggrass,wesattogetheraroundthe

are,sangsongs,andtoldstories.

Ⅰnthemiddleofthenight,thisbigsoundwokeme

up-thebigsoundwaslikerainbutitwasnot.It

wasthesoundofallthecowsstartingtopee.Allof

themwerepeeingineverydirection.Andthatmeans

alionhasappeared.Theydon'tpeelikethatwhen

anyotheranimalisnearthem.Theydosoonlywhen

thereisalionnearthem.Justthen,onecowmadea

terriblesound,andweknewthatthelionheldthecow

bythethroat.

[REVIEWTASK]

紙面の関係上､Partlのみ記載した｡実物は行間をもっ

と取ってある｡POINTSはオーラルの得点であり､パー

トナーが記入し､スクリプトに関しては､教師が添削を

行う｡

Les.7Part1
○InnorthernKenya,

○Ifyoukillalion,
OSotokillalionis

OJosephwasat

OInthemiddleofthenight,

○Itwasthesound

OAndthatmeans
OJustthen,

OAlion

Class( )No.( )Name(
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教科書本文のSlashReadingは､英語をかたまりのま

ま読んでいける力を育成するために行った｡Summary

もParaphraseも､より沢山の英語と表現の多様性に触

れさせたいという思いで使用した｡生徒から引き出すた

めには､十分な [INTAKE]をさせないと [OUTPU]

がなされない と考えるか らである｡Paraphraseは

Summaryとともに､生徒の中に入っていく1時間当た

りの英語の量としては､本校の生徒の能力として適切な

分量であると判断している｡

毎時間の復習として､上記の [REVIEW TASK]を

使用して､暗唱してきた英語､或いは自分の言葉に言い

換えた英語をパートナーに2分間で伝え､2組の生徒に

発表させた後､そのスクリプトを3分間で書いて提出す

ることにした｡

レッスンテスト

Lesson7 FacingtheLion

テーマ :JosephandLion

原文のまま (世中出身生徒)

(生徒A)

WhenJosephwas14yearsold,hewasatacattle

camp.Whenhewassleepingduringthenight,this

bigsoundwokehim up.Itwasasoundofcows

peeingineverydirection.Thiswasasignofthe

appearanceofthelion.Thenextmorning,Joseph's

brothertoldhimtotellothersinothercamps,sincehe

couldrunveryfastandalsohisbrotherdidn'twant

toputhimindanger.Buthesaidno.Sodifferentboy

wenttotell.Joseph,hisbrotherandoldanotherboy

surroundedthelionandheldthespears.Butthemale

lionwasn'tscaredandmadebigthissound.The

groundshake.Finallypeoplefromothercampscame.

TheyweredressedinredandsinglngSOngS.The

loinsranaway.

WhenJosephwas6yearsold,therewasalawthat

everyfamilyhadtosendonechildtoschool,but

notmother'soldchild.SoJoseph'sbrotherwent,

buthehatedschoolandranawayonthesecond

day.Becausetheystillhavetosendanotherchildto

school,theauthoritiescame.AlthoughJosephwas

only6yearsold,hesaidhewas8yearsoldandwent

toschool,becauseyouhadtobe8togotoschool.In

school,heandotherkidsweretoldtotakeofftheir

traditionalclothesandbeads.Butwhenhewent

(生徒B)

JosephlivedinKenyawhenhewasachild.His

peoplecalledMaasaibecausetheyspeaktheMaa

language.Thecowisveryimportantintheirlife.

Theyhavecowsinsteadofmoney.Thecowsgave

themmilktodrink,meattoeat,andhidestowear.

Totakecareofthemisveryimportantandknow

someonewhotakegoodcareofcowshasworkedhard.

WhenJosephwasachild,thegovernmentofKenya

passedalawthateveryfamilyhadtosendonechild

toschool.Togotoschoolhadtobemorethaneight.

AtthattimeJosephwasonlysixbutshesaidthathe

waseightbecausehissecondbrotherhatedschool

andolderbrotherhadtoworkathome.

EveryMaasai'sdreamistokillalion.Anditwas

alsothedreamoHoseph.Buthecouldn't---

2分間で､課された内容をパートナーに口頭で伝えて

から､7分間で､そのスクリプトを書くという時間枠で

あるために､上記の英語は途中で終わっている｡ 時間を

もっと与えれば終結できるはずである｡-授業のひとこ

まの活動として行っているので､このように中途半端で

あるが､次-の課題を意識していくことに期待したい｡

上記の例から､教科書本文､そのパラフレーズの文を読

み､Summaryを暗唱していたために､その文自体がい

くつか使われている｡.また､自分の表現で記されている

文も見受けられる｡

中学校と高校の学習の連続性と段差の幅を､世中出身

の生徒の存在を起爆剤として､附属高校の英語の授業の

あり方を意識せざるを得ないと実感した｡生徒たちは､

英語 Ⅰの授業構成に緊張感を持って臨んでいた｡知識の

定着という ｢求同｣の部分と､表現方法という ｢求異｣

のバランスを授業の要素として生かして行きたい｡

2年時の実践 (担当 2クラス)

平成23年度､英語Ⅱ (3単位)で1レッスン6時間構

成で指導した｡各レッスンのまとめとしては､昨年度の反

省を加味して､各パートで学習したそのレッスンの内容 (各

レッスン800語前後で構成)のサマリーを､まず､7分間

で書かせることにした｡その用紙を回収した後､パートナー

に2分間で口頭で伝え､聞き手のパートナーから発せられ

る1間の英語の質問に答える活動を互いに行わせた｡

教科書本文のSlashReadingは､英語をかたまりのま
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ま､読んでいける力を育成するために行ってきた｡(2

年次では､音読のテストに充てるレッスンのみに配布し

ている｡)summaryもparaphraseも､より沢山の英語

と表現の多様性に触れさせたいという願いで使用して

いる｡ 生徒から引き出すためには､十分な [INTAKE]

を生徒にさせないと [OUTPUT]がなされないことを､

生徒に再度､確認させた｡

毎時間の復習として､上記の [REVIEW TASK]を

使用して､暗唱してきた英語､或いは自分の言葉に言い

換えた英語をパートナーに2分間で伝え､2組の生徒に

発表させて､その後､そのスクリプトを3分間で書いて

提出することにしている｡ この活動は､英語 Ⅰとの学習

の連続性を保障している｡ その積み重ねをレッスンテス

トで実施している｡

レッスンテスト

Lesson8WhatHappenedtoaLocalVillage?

テ ー マ :Pleasewriteasummeryofthistitlein150

Englishwordsorlessfor15minutes.

Iflhadlivedinthevillage,～を最後のまとめとするこ

と

(波線はスペリングミス)

(生徒A)原文のまま (世中出身)

ThevillagecalledEyam,whichisintheUK,have

hadaterriblehistory.From1665to1666,manypeople

inEyamdied.Whathappenedtothatlocalvillage?

Thereasonwastheplague.Hyougettheplague,you

willdevelopahighfeverandyouwilldiewithred

marksonyourbody.Youcanliveonlyafewdays.

Thenwhydidtheplaguecometothevillage?Once

uponatime,therewasatailorinEyam.Onedaythe

tailorgota旦幽 London.Rollsofclothwere

inside.Thereweresome且easinthecloth.These凸eas

carriedtheplaguefromLondon.Fleascarriedthe

plague,andblackratscarriedthoseplague-carrying

凸eas.Sotheplaguespreadinthevillageassoonasthe

tailar'sassistantopenedthe旦具感 .~ヽへ･~ヽ､一～~＼...
William坦腿 蔓9里,WhowastherectorinEyam,

foughttothisplague頭重垣g担.Hesuggestedsomebold

planstovillagersandtriedtokeeptheplagueaway.

Hiswifealsohelpedhim.IfIhadlivedinthevillage,I

couldn'tdolikeWilliamandhiswife.Theydidavery･･･.

(生徒B)原文のまま (帰国生徒)

Oneday,atailorinEyamreceivedapackagefrom

Londonincludingadampcloth.Afterafewdayslater

sinceheopenedithedevelopedahighfeverandrashes

alloverhisbodyanddied.Soon,afewmorepeople

diedinasimilarway.Thiswasthebeginningofthe

plaguespreadinginEyam.Althoughwintercameand

villagersthoughtthattheplague-carrylngfleasmight

die,theysurvivedandmanymorepeopledied.Then

oneday,therector,WilliamMompessoncameupwith

abrilliantplan.Itwastoquarantinethevillageto

keeptheplaguefromspreading,tocleansethecoinsin

vinegarwhengivingtopeopleoutsidethevillage,and

tohaveservicesinanopen-air.Becauseofthisidea,the

plaguesubsidedinOctober1666.AlthoughWilliamwas

healthyandfine,hiswifeCathrineunfortunatelycaught

theplagueanddied.Torememberher,peopleinEyam

put且owersonhergraveonthelastSundayofaugust

alsoknownasthe`̀plagueSunday".

Iflhadlivedinthevillage,Iwouldhaveagreedto

William'splanandcooperatedwithothervillagers

toputanendtothespreadingofplague.Moreover,

Iwouldde丘netlyputnotonly且owersbutthank-you

cardsonCathrineandWilliam'sgraveeveryyear.

(216words)

(生徒C)原文のまま (一般中学校出身)
I

Onedaythe建地 assistantinEyamreceived

theparcelfromLondon.Insidehefoundrollsofcloth

withadisgustingswell.Actually,therewere且easin

themwhichbroughttheplague.Theassistantdied

soon,andweredeathsfollowed.Therichleftthe

village,butthepoorhadtostay.

Therectorofthevillagedecidedtocutoだthevillage

fromtheoutside.Allthevillagersagreedandtheyhad

toacceptadifferentsituation.Therectorandhiswife

helpedthevillagers.Theywerebusyvisitingthesick

tocomfortthem.Oneday,therector'swifediedofthe

plague.Theplaguewas丘nallygone,andthevillagers

returnedtotheirnormallivesagaln.

Now,thelastSundayinAugustiscalled"Plague

Sunday"･Flowersareputontherector'swife's

gravetothankthem.

IfIhadlivedinthevillage,Icouldn'tstandstaying

thereandhadrunawayfromthevillage,eventhe
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rectorandothervillagerstriedtoseparatethevillage..

IrespectthevillagersandMonphessonswhostayed

atthevillagetohelpeachotherandpeopleoutside

thevillage. (188words)

このように､教科書やパラフレーズを通してインプッ

トした英語を何も見ないで､制限時間内に指定された語

数で､リプロダクションすることができるようになって

きた｡

2クラス 86人の解答状況

100語以下 :5人

101語～120語 :25人

121語～140語 :36人

141語以上 :30人

さらに､生徒たちのアウトプットのレベルを上げるた

めに､2年生の後期の段階で､次に示すパラグラフの構

造の指導をおこなった｡同時に､つなぎの言葉の指導も

おこなった｡

<OneParagraphEssay>

<Essay>

Transitionwords/Connectives

中村
one- theother-

Brst- nex t-next Bnally

Brst･･･second third-last

丘rstly-secondly-thirdly-･lastly(Rnally)

亘町
but,though,although,while,whereas,however,

nevertheless,yet,notwithstanding,insplteOf,

despitethis,conversely,onthecontrary,contraryto

this,ontheotherhand,unlikethis

事例の強調

intact,asamatteroffact,Itshouldbenotedthat･･･

情報の追加

also,moreover,further,furthermore,inaddition,

besides,besidesthis,inadditiontothis,atthesame

time,aswell,aswellasthis

甲
similarly,likewise,also,inasimilarway,lna

similarmanner,inthesameway

言い換え

hotherwords,thatis

甲
lnSummary,tOSumuP,Wecan summarize

that-

仁 王J_F1-i

aswillbeshownlater

次に示す2つのレッスンテス トからは､上記の論の構

成とつなぎの言葉を指導した後の課題であるので､その

点を意識させた｡今まで通 り､教科書､サマリー､パラ

フレーズの英文の音読や暗唱した英語表現をリプロダク

ションさせることを課題としているので､頭の中に蓄積

してきた英語を教科書などを見ないで取り組ませたもの

である｡43人で構成されている2クラスで1年間継続指

導を行った｡以下に示すレッスンテス トの例は､ 1年時

から2年間担当してきた生徒のものである｡

教科書 (ELEMENT EnglishCourse2 啓林館)

Lesson9MedicinefromtheWild

テーマ :RAINFORESTandMEDECINE
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200語程度の英文で､上記にタイトルに対して意見を

書きなさい｡その際､論の展開を意識した構成を心がけ

なさい｡(制限時間20分)

(下線部はつなぎの語)

(生徒A)原文のまま (世中出身)

Rainforestplayveryimportantrolesandtheyare

treasuresforushumanbeings.Rainforestgiveus

manydifferentkindsofmedicines.However,because

ofexploitationanddeforestation,Wearelosingforests

thatwedependonfortreatingmanyofourdiseases.

So,aswillbeshownlater,Wethepeoplehavetomake

everyefforttogainprofitswithoutdestroylngthe

rainforests.

Forexample,twomedicinesfromtheMadagascar

periwinkleareeffectiveagainstleukemia.Infact,

theyhaveincreasedthechancesofsurvivalfor

childrenwithleukemiafrom20to80percent.In

spiteofthis,thewildMadagascarperiwinkleisalmost

extinctduetothelossoftherainforest.Thisisjust

oneexample.Alsotherearequitealargenumberof

unknownplantchemicalsthatcan takefromrainforest

plants,andscientistsestimatethatwearelosingmore

than137speciesofplantseveryslngledaybecauseof

exploitationanddeforestation.

Aslhavesaid,rainforestssupportuswithgiving

manydifferentkindsofmedicines.Howevermanyof

themaredisappearingnow.htheAmazonrainforest,

peoplearelookingforwaystoreacheconomicgoals

andconservationgoalsatthesametime.Ifwefinda

sustainablewaytousetheplants,thiscanbeoneof

thesolutions. (212words)

(生徒B)原文のまま (世中出身)

Rainforestshavemanyimportantrolestoplayfor

usandisatreasureforushumanbeings.Oneof

themisglVlnguSVarioussortsofmedicines.They

arethegiftfromtherainforesL

Westilldependonverymuchonplantsfortreating

manyofourdiseases.Especiallyindeveloping

countries,theyrelyontraditionalmedicinesfortheir

mainhealthcare.Plantshavegreatimportancein

modernmedicalsciencetoo.Forexample,about25

percentofmedicineintheUSarethosewiththeir

mainelementsfromplants.Theplantsareeffective

againstcanceraswell.

However,plantsareindangerofdisappearing.

TheMadagascarperiwinkleisagoodexample.It'

Seffectiveagainstleukemiaandithassavedmany

children.ButduetothelossmostoftheMadagascar

rainforest,itisalmostextinct.Manyplantshaven'

tbeenstudiedyetanditwillbeaseriousthingifthe

remainlngrainforestsaregone.Manyrainforestsare

nowindangerofdisappearlngbecauseoftoomuch

exploitationanddeforestation.

Ontheotherhand,therearesomemovementsto

savetherainforests.Scientistsareworkingtogether

withpeopleintheAmazonrainforest.hdeed their
knowledgeaboutplantsistheAmazon'snewgold.If

weusetherainforestsresourceswell,itisthoughtto

savetherainforestandthepeople.Whatisimportant

isthatweallhavetomakeevery efforttogain

pro丘tswithoutdestroyingtherainforests.(238words)

(生徒C)原文のまま (一般中学校出身)

Rainforestsare,asitwere,treasureforushuman

beings.Theyhavemanyimportantrolestoplayfor

us.59,Wehavetoprotectthem.

Thefactisthatwestilldependverymuchonplants

fortreatingmanyofourdiseases.IntheU.S.,about

25percentofmedicinesarethosewithmainelements

fromplants.About120prescriptionmedicinesinthe

worldcomefrom90speciesofplants.Furthermore,

morethan3000plantsareeffectiveagainstcancer.

耳吐pughrainforestoccupyonlytwopercentofthe

Earth'ssurface,theysupportoverhalfofthewild

plantsandabout50percentofthewildanimalsof

theworld.However,becauseofexploitationand

deforestation,scientistsestimate,wearelosingmore

ham137speciesofplantsandanimalseverysingle

day.

Morethan99percentofrainforestspecieshavenot

beenstudiedbyscientistsandtherearequitealarge

numberofunknownplantchemicalsinrainforest

plants.Whentheremainingrainforestsaregone,

usefulplantsandthepossiblecuresfordiseaseswill

belost

Now,scientistsareworkingsidebysidewithpeople

intheAmazonrainforest.Localpeoplehaveawealth
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ofknowledgeaboutplants.Itisessentialtouselocal

communitiesandpeopleoftherainforest.

Tofindarealsolutiontosavingtherainforest,

wehavetothinkofcreatingconsumerdemandand

marketsforsustainablerainforestproducts.Itisvery

importantforallthepeopletomakeeveryeffortto

gainpro点tswithoutdestroyingtherainforests.

(250words)

生徒の解答状況 (2クラス86人)

100語以下 :3人

101語～120語 :6人

121語～150語 :17人

151語～180語 :39人

180語～200語 :7人

200語以上 :16人

語数を含め､今回の課題である論の展開は､パラグラ

フライティングを意識していることが読み取れる｡ この

解答の前にはパー トナーに3分間で口頭で伝える活動を

行っている｡ それが予備知識となって､書 く量も増えて

きている｡ 内容の質もかなり上達が見受けられる｡

Lesson10 ThehformationDivide

テーマ :福島 智教授のハンディと情報格差について､

120語～150語の英語で書きなさい｡その際､論の展開を

意識した構成を心がけなさい｡(制限時間20分)

(下線部はつなぎの語)

(生徒 A)原文のまま (世中出身)

The"Informationdivide"isaproblemthatsome

peoplecan'tgetinformationthatotherscan.Today'S

"ITsociety,"whereinformationtechnologyplaysan

importantpart,hasgivenrisetothisproblem.

Tooursurprise,"informationdivide"ismore

connectedwithcommunicationthaninfomationitself.

Thisisbecauseweneedtobeabletocommunicate

丘rsttogetinformation.Therefore,thevictimsofthe

"informationdivide"arethepeoplewhodon'thave

waystocommunicatewithothers.

Bvtheway,whyinformationissonecessarytous?

That'sbecauseinfomationhelpustogethapplneSS.

Soifwecan'tcommunicatewithothers,thenwecan'

tgetenoughinfomationandwemaynotbeableto

behappy.

ProfessorFukushimasaysthatpeoplewhoare

inspecialneedsfeelpsychologlCalbarriersin

communicatingwithothers.Tofilltheworldwith

happiness,wemusteliminatethebarriers.Inshort,

weneedtoteardownthe`̀informationdivide"

(158words)

(生徒 B)原文のまま (一般中学校出身)

ProfessorFukushimaisdeafblind.Whenhebecame

blindandcompletedeaf,hefeltasifthe"realworld"

hadvanishedfromhim.Themostpainfulpartof

beingdeafblindwasthathecouldn'tcommunicate

withothers.Thoughhisexperience,hethinksas

below.

Intoday'S"ITsociety"informationtechnology

makesadivisionamongpeople,whichiscalledthe

"informationdivide''.hformationisknowledgeand

communicationisatransferofthatknowledge.It

isnotuntilthereiscommunicationthatinformation

itselfhasmeaning.Ifwecannotread,writeor

haveaccesstodiviceslikecomputersandusethen

properly,Wewillnotbeabletogaintheinformation.

Inshort,thoughwecanobtainahugeamountof

informationthroughmanydevices,thereisalsothe

problemofthe"informationdivide".

ProfessorFukushima'smotherdiscoveredanew

methodcalled"丘ngerBraille",whichenableshimto

communicatewithothers.Thenheregainedhisdesire

andcouragetolive.Atlast,hesaidlikethis:weall

wishtoliveaspirituallyrichlifewithothers,59Our

mostimportanttaskistoeliminatethepsychological

barriersandtoteardownthe`̀informationdivide"to

achieveunderstandingofhumanbeings.(199words)

(生徒 C)原文のまま (一般中学校出身)

Wecannotpursueourownhappinesswithout

knowledge.宣旦Wehavetogetridofinformation

barrierssuchasthe`̀informationdivide".

ProfessorSatoshiFukushimaisblindanddeaf.

Whenhebecamedeafblindattheageof18,the

communication,becausecommunicationisatransfer

ofinformationandinformationisknowledge.Though

hewasdesperateatthattime,heregainedthewillto

liveagainthankstohismother.
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InadditionMr.Fukushimasaysthattoday'S

"ITsociety"makesadivisionamongpeople.That

isthe"informationdivide"･Itcanhappenfor

variousreasons.Forexample,weITlaynotreceive

theinformationormisunderstanditorcan'tseeits

importance.

Inconclusion,Weallhaverightstoliveahappylife.

Toachievethatweneedtoteardownthe"information

divide"･Andwecancreateabetterhumansociety.

(150words)

このレッスンでは､先に示したLesson9よりも内容

的に書きやすさを感じながら､生徒は課題に取り組んで

いた｡毎時間のサマリーの暗唱も定着し､パラフレーズ

で英語のまま教科書の内容を再確認する習慣もついてい

るので､量を書く事に抵抗はあまり感じなくなっている

生徒が多くなってきていると観察できる｡ つなぎの語お

よびパラグラフを意識して､教科書本文やパラフレーズ

の英文から自分の言葉を多く使うようになってきた点も

あわせると､1年間 (生徒によっては2年間)の指導が生

きてきていると観察している｡ 点検と評価においては､

今まで通り理解しにくい部分のみ下線部を引き､書いて

ある量でA-Dで評価した｡細かい分法的なミスは意

識せず､書かせる意欲を起こさせる意図がある｡

生徒の解答状況 (2クラス86人)

100語以下 :2人

101語～120語 :3人

121語～150語 :52人

150語以上 :29人

タイトルの ｢音読 ･暗唱が生み出す英語で表現できる

力 (質と量)の育成とその先｣の前半部分の指導は､2

年時で指導目標まで達させたものと考えた｡そこで､そ

の先､英語リーディングでの指導目標をどのように設定

し､何をどのように指導していくかというタイトルの

｢その先｣の段階に移った｡

3年時になると､このような音読と暗唱を基に､サマ

リーを作成し､口頭と筆記によってのコミュニケーショ

ン活動指導ではなく､固まりのある英語を聞き取り､あ

るいは速読できる指導を強化していく授業スタイルを

とっていく計画を立てた｡そこで､課題としているのは､

英文の内容を ｢より速く｣､｢より正確に｣に加えて､｢よ

り深く｣捉えさせるために､教科書本文の内容における

生徒の知的好奇心 (他の科目や分野で得た知識)への働

きがけができないか､日本語で得ている知識と､英語の

文章に書かれた内容レベルの隔たりの大きさをどのよう

にすれば縮めていけるのかを､ある ｢しかけ｣と試みを

実践する計画を立てた｡

また､音声指導にかける時間も英語Ⅰ･Ⅱに比べると

かなり減ってしまうことになる｡ これは時間上､やむを

得ないこととした｡今後､自学学習として継続的に取り

入れていけるように､言い続けてきた音読の効用を再度､

生徒に意識づけた｡それが以下に示すものである｡

英語 ⅠとⅡで重点的に行っている音読指導の意義につ

いて､生徒に指導している内容を､以下に記しておく｡

プリントして､生徒に配布したものである｡

[音読の意義]

読む内容が聞いている人にわかるように読むことが基

本です｡音読の学習上の意義について確認します｡

1.音読は読解 ･聴解と同様に､表現の論理を英語の論

理のつながりのままに読み取る活動を伴っていますか

ら､リーディングの能力を高めます｡

2.音読は相手にわかるように読むことが基本ですから

スピーキングの能力の養成に寄与します｡

3.音読は文字と音声を結びつけた活動ですから､ライ

ティングの能力の養成に寄与します｡

4.音読では自分の声をモニターしながら読みますから､

リスニングの能力に寄与します｡

5.音読では聞かせる相手がよくわかるかどうか意識し

て読みますから､コミュニケーション能力の基礎を育

成します｡

このように､音読は学習の基本であり､どの段階でも

有効な外国語学習の原則です｡また､文体感覚を感得す

る学習としても極めて有効です｡音読を何度も行うこと

によって､はじめて流暢な暗唱につながります｡そして､

次に繋がります｡

巨乎時の実践 F (担当 2クラス)

平成24年度の取り組みとしては､教科書を扱う英語

リーディングの授業では､教科書の各レッスンの理解を

リスニングによる言語活動を原則として行った｡その

理解度を確認する方法としては､サマリーの完成､T-F

Questions､文の完成､Q&Aで､センター試験を意識し

た授業構成を行っている｡2学期に入り､パターン化し
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た受験対策の授業-の刺激として､教師が指名した生徒

が､各レッスンで興味関心のある箇所を(英語を交えて､)

関連する科目や分野に繋げて授業を行う ｢しかけ｣を試

みた｡

1年間あるいは2年間に渡って､既述してきた音読､

暗唱､パラフレーズのインプットから始まり､パート

ナーとのインタラクションとサマリーライティングに至

る授業を受けてきた生徒が､どこまで授業を作れるのか､

また､英語教師が通り一遍に行ってしまう内容のどこに

もの足りなさを感じているのか､教科書レッスンのどん

な箇所に､生徒が他の科目から得た関心を結びつけてい

るのか､英語の授業では表面的になってしまいがちな内

容を､どのように掘り下げて行くのかを探る事で､より

内容を伴ったアウトプット-の大きな一助になると考え

た｡

生徒に授業を担当させる前に､一斉授業では､教師は

いつも通り内容理解を中心とした授業を行った｡教育実

習生-の指導と重なる要素も多分にあるが､授業の流れ

を確認する程度に留めた｡本校の生徒の知的好奇心に

見合ったルーティーンワークだけではない､生徒の目

線と好奇心を主軸とした授業への模索の一方法である｡

この延長線上に､現在､本校が取り組んでいるSuper

ScienceHigh●School(SSH)との関連が､英語科として

の役割の具現化に繋がるものがあると考えている｡ 一言

で言うならば,｢学びのサイエンス｣である｡ 高い知的

好奇心を持った生徒-の方法､手段としての語学教育の

あり方-の取り組みが要求されている｡

教科書 (ELEMENT EnglishCourseReading啓林館)

Lesson9 配当時間4の内の1時間分のハンドアウト

Lesson9(1)パラグラフ [1]～ [5]

A:Fillintheblankstocompletethesummary.

Ⅶ彊

Beforelwas( ),myfathertoldmymother

thathewouldbringmeuptobea( ).WhenI

wasaverysmallchild,heandIplayedwithbathroom

]2

./_＼
[

)ofdifferentcolors.

Afterawhile,Iwouldhelpsetupthe( )and

prettysoon,weweresettlngupthetilesinamore

( )way.

[3]

Myfatherwantedtoshowmewhat( )

arelike.He_startedveryearlytotellmeaboutthe

]4

/_＼
[

)andhow( )itis.

Whenlwasaboy,myfatherusedtositmeonhis

]5

/..＼
/∫.＼
[

)andreadtomefromthe( )

l●

Everythinghereadtomehewould( )at

besthecouldintosome( ).

ち:TrueorFalse

[1]

1.Theauthor'sfatherwantedhisboytogrowupto

beascientist.

2.Theauthorandhisfatherseldomplayedtogether.

[2]

1.Theauthoralwayslethisfathersetupthetiles.

2.Theauthor'smotherwaspleasedwhenshesaw

hersonboysetthetilesupregularly.

[3]

1.Theauthor'sfatherwantedtolethimknowhow

interestlngpatternsWere.

2.Theauthor'sfatheronlytoldthesonaboutthe

worlda丘erheenteredelementaryschool.

[4]

1.Theauthor'sfatherusedtoreadtohimfromthe

EncyclopaediaBritannica.

2.Theauthordidn'trememberaboutthecontentof

theEncyclopaediaBritannica.

[5]

1.Theauthor'sfatherwouldreadtheEncyclopaedia

Britannicawithoutstopplng.

2.Theauthor'sfatheralwaystranslatedwhatheread

tohissonintosomereality.

C:Choosethecorrectanswer.

亜

1.Whentheauthorwasalittlekid,heplayed

with

a.ahighchair b.alotoflittlebathroomtiles

c.dominoes

2.Theauthorandhisfatherplayedwithbathroom

tileswhich
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a.hisfatherbroughtfromthebathroom

b.hisfatherbroughthome

c.heaskedhisfathertobringhome

[2]

1.Afterawhile,theauthorandhisfather

a.stoppedplaymgwithtiles

b.Stillcontinuedtoplayinthesameway

c.begantoplayinamorecomplicatedway

2.Theauthor'smotherseemedto

a.behappytoseeherhusbandplayingwithhim

b.feelsorryforhim

c.feelirritatedtoseeherhusbandplaying

[3]

1.Theauthor'sfatherwantedtotellhim

D:AnswerinEnglish.

[1]

1.Whenhewasalittlekid,whatdidtheauthorand

hisfatherplaywith?

2.Howdidtheyplaywiththetiles?

[2]

1.Whatdidtheauthorandhisfatherdoafterthe

authorhelpedsetthetilesup?

2.Whatdidtheauthor'smothertellherhusband?

[3]

Whatdidtheauthor'sfatherwanttoshowhim?

[4]

1.Whatdidtheauthorhaveathome?

and 2.WhatdidhisfatherdowiththeBn'tamコ1'ca?

howinterestingtheywere.

a.whatbathroomtileswere

b.howtoplaywithbathroomtiles

c.whatpatternswerelike

2.Theauthor'sfatherstartedtotellhimaboutthe

world

a.andhowinterestingitis

b.thoughhismothertoldhimnotto

c.thoughhedidn'twanttolearn

[4]

1.Whentheauthorwasasmallboy,hisfather

a.oftenlethimreadtheEncyclopaedl'aBn'tanl'ca

b.usedtoreadtohim from theEncyclopaedl'a

Bn'tanl'ca

c.usedtotellhimaboutTyrannosaurusrex

2.Theauthor'sfatherreadtohisson

a.withtheboysittmgnexttohim

b.withtheboysittingOnhislap

c.andtalkedabouttheTyTannOSauZ･uSrex

[5]

1.Theauthor'sfather tolethimunderstand

realisdcally.

a.wouldoftenreadrepeatedly

b.wouldstopreadingandexplain

c.woulddrawplCtureS

2.Theauthor'sfatherwouldtranslatewhattheyread

intheEncyclopaedl'aBn'tanlcainto

a.English b.TyTannOSauI･usz･eX C.somereality

[5]

Whatdidtheauthor'sfatherdowhentheyreadthe

Encyclopaedl'aBn'tannl'ca?

教科書 (ELEMENT EnglishCourseReading 啓林館)

LessonlOの例 配当時間4の内の1時間分のハンドアウト

LessonlO(1) [1]～ [4]

A:Fillintheblankstocompletethesummary.

[1]

AChinesestudentposedaquestiononhowChinese

and( )lookattheworld.Chinesepeople

thinktheworldisa( )whileWesternersa

).chinesepeoplelookatthingsinthe

)view,whileWesternerstryto( )on

morenoticeablethings.

[2]

Mystudent'scommentandmyinterestin(

psychologylaunchedmeonaseriesof(

studies,theresultsshowedthedramatic( )in

thenatureof( )processesbetweenAsians

andWesterners.

[3]

Whichdoyouthinkshouldbe( )Withthe

cow,the( )orthegrass?

[4]

AChinese( )psychologistfoundthrough

theexperimentofshowlngpicturestochildren,that

Americanchildrentendtogroupobjectsonthebasis

of( ),whileChinesechildren( ).
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B:TrueorFalse

膿

1.AbrilliantstudentfromChinaworkingwiththe

authoronpsychologyresearchsaidthathethinksof

theworldasalinewhiletheauthorregardsitasa

circle.

2.TheChinesestudentsaidthatChinesepeoplethink

thatthingsareconstantlychanging,andthatinthe

endtheygetbacktothepriorstate.

3.AccordingtotheChinesestudent,Chinesepeople

canunderstandthepartonlyaftertheyhave

understoodthewhole.

4.TheChinesestudentsaidthatWesternersalso

thinkaboutthewholefirst,andthentheystart

thinkingofthepart.

[2]

1.Ifithadnotbeenforhisstudent'sunexpected

comment,theauthormightnothavestartedthis

seriesofcomparativestudies.

2.Theresearchshowedthedramaticdifferences

inthethinkingprocessbetweenAsiansand

Westerners.

[3][4]

1.AWesternerwouldprobablythinkthatthechicken

andthegrassareassociated.

2.TheAmericanchildrentendedtogroupobjectson

thebasisofrelationships,

3.TheChinesechildrentendedtogroupobjectson

thebasisofcategories.

C:Choosethecorrectanswer.

J狸

1.AstudentfromChinapointedoutthatr

a.thestudentthinkstheworldisaline,whilethe

authorthinksitacircle

b.thewayofthinkingofboththestudentandthe

authorissimilartoeachother

c.theauthorthinkstheworldisaline,whilethe

studentthinksitacircle

2.Accordingtothestudent,

a.Westernersprefertolookatthewhole,andthen

trytounderstandthepart

b.Chinesepeopleprefertoseetheoutlineofthings

Brst,thentolookatthedetails

c.bothChineseandWesternershaveasimilar

tendencyinthewaytheyunderstandthingsor

situatlOnS

[2]

1.Theauthorbeganaseriesofcomparativestudies,

workingwith

a.Studentsandcolleaguesatuniversities

b.hisChinesestudent

c.aculturalpsychologlStattheuniversity

2.Accordingtotheauthor,theresultsofthe

comparativestudiesshowthat

a.thereareclearsimilaritiesbetweenAsians

andWesternersinthenatureoftheirthought

prOCeSSeS

b.therearesomedi鮎rencesbetweenthethinking

processofAsiansandthatofWesterners,but

mostofthedi茸erencesarenotclear

c.thereareconsiderabledifferencesbetweenAsians

andWesternersinthenatureoftheirthought

prOCeSSeS.

[3 ] [4]

1.ResearchconductedbyaChinesedevelopmental

psychologistshowedthatAmericanchildren

a.tendedtogroupobjectsbasedoncategories

b.preferredtogroupobjectsbasedonrelationships

c.tendedtogroupobjectsatrandom

2.ResearchconductedbyaChinesedevelopmental

psychologistshowedthatChinesechildren

a.tendedtogroupobjectsbasedoncategories

b.preferredtogroupobjectsbasedonrelationships

c.tendedtogroupobjectsatrandom

D:AnswerinEnglish.

[1]

1.AccordingtoaChinesestudent,whatisthe

differencebetweenhimandtheauthorastotheway

theylookattheworld?

2.WhatdoesthestudentsayaboutthewayChinese

peoplelookattheworld?

3.Whatdidtheauthorfeelaboutthestudent's

comment?
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[2]

1.Whatlaunchedtheauthoronanewcourseof

research?

2.Whatdidtheresearchshow?

[3][4]

1.DoWesternersthinkthechickenorthegrassis

moreassociatedwiththecow?

2.WhattendencydidAmericanchildrenshowinthe

experiment?

3.WhattendencydidChinesechildrenshowinthe

experiment?

上記のハンドアウト (1時間分)を用い七､生徒自身

がリスニングで解答するのか､あるいは音を聞いた後に

教科書を見ながら解答するかを選択させている｡ 半数強

がリスニングのみで取り組んでいる｡

ここで､新しい取り組みを実施してみた｡教師が教科

書の理解を図った後に､生徒に､このレッスンのなかの

興味深い箇所を中心に授業をさせる試みである｡ その生

徒の選出は､このレッスンの内容に興味を持つであろう

生徒を指名し､事前に打ち合わせを行った｡その際､教

科書のレッスンの原文を該当生徒に渡し､教科書に書か

れていない箇所と関連する科目や分野で学んだ知識を教

科書本文という骨に肉付けしていく内容､あるいは内容

に関してのインタラクションを取り入れた授業スタイル

を提案した｡英語のみでは､当然できない高度な内容を

伴うであろうことを鑑みて､英語には縛られない授業発

想を行なって構わないことを付け加えた｡

二人の生徒に授業を実際にさせた｡両レッスンとも年

間計画では4時間を配当しての指導であったので､授業

者である林は､Les.9,Les.10とも3時間でリスニングを

中心として､T-F,文の完成､サマリーの完成､Q&

Aで日本語を媒介とせず英語で内容理解を図った｡本校

の生徒の英語の習得レベルでは対応できる指導であると

期待し実践にあたった｡その学習後に､教科書本文の原

典を読ませた｡細部にこだわらず読み進めることで､教

科書本文に書かれていた行間の内容を読み取ることを､

この指導の目標とした｡教科書本文と原典から得た知識

を共有知識とした上で､生徒による授業を行なった｡以

下に記載した授業のアブストラクトは､授業を行なった

生徒によるものである｡

LESSON9の例

本課のねらい

･物理学者ファインマン博士の自伝を読んで ｢学び｣を

理解させる｡

･ファインマン少年と父親のやりとりから本当の教育と

は何かを考えさせる｡

il亘 ･'L吋

"whatDoYouCareWhatOtherPeopleThink?"(W.W

Norton&CompanyJ988) の 中 の TheMakingofa

Scientist.

高野佑麿の授業のアブストラクト (本人自筆)

(英語2LessonlOのサマリーを書いた生徒B)

9月28日 第6校時

学問をするにあたって重要な ｢姿勢｣とは何であろう

か｡私はこの文章にその答えが書かれていると感じた｡

まず､一つ目は'Ilearnedveryearlythedifference

betweenthenameofsomethingandknowing

something."という一文に現れている｡｢名前を知ること｣
と ｢本質を知ること｣の違いの重要性は､今回の事例で

ある鳥に関してだけではないし､科学は言うまでもなく､

学問全般に言えることである｡ 名前を知って満足するの

ではなくて､その先が大事なのである｡

つぎに､"Myfathertaughtmetonoticqthings."の

一文に着目したいと思 う ｡ そして､これの他に"why

isthat?"という短い一文にも重きを置きたいと思う｡

一つ目の文の､物事に気づくこと｡ これが重要なのは言

うまでもない｡私はさらに､｢なぜ ?｣という疑問が必
要だと思うのである｡ つまり､2つ目の ｢姿勢｣という

のは､物事に気づき､それに対しての疑問を抱くことで

ある｡ 学問の起源はここに有ると思う｡

以上の2つの ｢姿勢｣は文章中から読みとれるもので

ある｡ これらのほかに､教科書と原典を比較することで

気づけるものがある｡ 原典では続きがあるけれど､教科

書では､"Itjusthappensldophysicsbetter."という

一文で終わっていることである｡この一文で文章を終え

ることは､この一文を引き立てる効果が非常に大きかっ

た｡1つの分野にしぼられたのは ｢たまたま｣であって､

大前提としては､｢全ての分野｣に興味を持っていると
いうことである｡ 確かに､日本史を学ぶことで新しい化

学物質が発見されることはないであろうし､相対性理論

を学ぶことで経済のしくみが分かることはないであろ

う｡しかし､いろいろなことを学ぶことに意味はあるし､
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その ｢姿勢｣が大事なのである｡

私は､これまで､｢科学｣ではなく ｢学問｣という単

語を用いてきた｡この文章は ｢科学者の育て方｣かもし

れないが､それ以上のものを感じたからである｡ ファイ

ンマンが物理学者であるが故､｢科学｣以外の分野に言

及がないのは仕方がないが､もしもこの文章にタイトル

をつけるのならば､｢科学｣という分野にとどめる必要

はなかったと思う｡この文章は ｢科学者の育て方｣では

なく､｢学びの姿勢｣について書かれているのだ｡

そして最後に忘れてはならないことがある｡ もしも

ファインマンが､知的好奇心のない､父親の話に興味を

持たないこどもであったらどうなっていたであろうか｡

文章に有るような2人の関係はおそらく成立しなかった

であろう｡ 一方通行の投げかけではなく､お互いの相互

交流があったからこそ成り立っていたものである｡ お互

いに協力し合い､高めあっていく態度､実はこの文章が

最も伝えたかったのはそれなのかもしれない｡

授業観察から

高野が教科書本文の数ヶ所に目を留めた箇所は､林も

同感であった｡高野により指名された生徒も､そのいく

つかの箇所を指摘していた｡それらの文から ｢学び｣の

本質に結びつけて行ったことに知的好奇心の高さを感じ

た｡英語の文章を読み流してしまうのではなく､本文

の本質をつく文と､教科書本文に表現されていたsome

realityというキーワードに結びつけて行った｡この本

文の最後の文Itjusthappensldophysicsbetter.の後

に省略されているものは何か､という私の授業での問に

thanothersciencesと答えた生徒がいたが､高野は原典

との比較でこの一文で終わらせている意味を説明してい

た｡

高野は､この文章にTheAttitudeTowardLearning.

とタイトルをつけた｡

ここに｢学びのサイエンス｣を感じさせた｡また､ファ

インマンと父親のやりとり､そこには発信と受信という

関係から再構築という知識の流れがあったからこそ､成

果に結びついていえることを､｢ダイアモンドを磨くの

はダイアモンドである｣という表現を用いて､学びには､

質の高いインタラクションを必要とすることを授業の締

めとした｡

この教科書本文は数学､地学､生物､物理に関しての

事例が載せられているが､NaturalScienceに留まるこ

となく､もっと広い意味でのScienceを高野自身の授業

から生徒たちは､感得していたと観察した｡

LESSONIOの例

本課のねらい

アジア人と西洋人の思考差を実験を通して考察した説

明文を読んで ｢違いの意味の多様性｣を理解させる｡

アジア人と西洋人の間に思考差が存在するかどうかに

ついて､科学的･比較文化的価値に立って考えさせる｡

本文の原典

"TheGeographyofThough(FreePress,2003)の中の"

Introduction"ぉよぴ'IstheWorldMadeUpofNouns

orverbs?)ByRichardNisbett

山下 排の授業アブストラクト (本人自筆)

(英語2LessonlOのサマーを書いた生徒C)

10月9日 第4校時

｢違い｣と ｢ことば｣の扱いかた

自他の ｢違い｣をどうあつかうか?

書いてあること は本当に正しいのか? - 読書会

を使って考えてみよう!

｢東洋｣と ｢西洋｣の対比､これは幾度となく語られ

てきたテーマです｡今回はモノの関連付けに関する考え

方の違いを示す文章を読んできました｡

では､彼我の ｢考え方の違い｣を知ってそこからどう

すればよいのか､あるいは､この文章の推論はほんとう

に正しかったのか｡今回の授業では本文の意味内容から

離れてあえて二次的な疑問をぶつけてみたいと思いま

す｡また､それらを実践的に考える手法として読書会形

式を用いて進めていきます｡(残念ながら日本語での授

業になります｡)

まず､｢違い｣について ｢違い｣を認め ｢違い｣を喜

びそして対話しましょう､というのが私の主張です｡本

文では "Asianpeople" と ''Westerners" で人間が

分類 (西洋的思考 !)されたように､同じようにしてい

くらでも人間の分類の方法を作ることができます｡同時

にその分類数だけ ｢違い｣が生じます｡このどうしよう

もない ｢違い｣の存在を知った上でどうしたらいいので

しょうか｡私は ｢違い｣による住み分けや疎外や無関心

という方向の考えには共感できません｡｢違い｣を承知
した上での交流や対話のもたらすおもしろさを知ってい

るからですし､そもそもこの先の世界で住み分けなど不

可能だからです｡
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次に､本文の推論形式や批評的な読み方について｡活

字で書かれている-真実であると信じ込んでいる私たち

がいます｡ではもしも本文の内容を疑うとしたらどこの

部分でしょうか｡千歩譲って教科書は信じてよいとして､

社会人となった未来の私たちが接する文章はその主張 ･

根拠 ･推論が正しいかどうかわかりません｡そして往々

にして間違いを含んでいます｡また､批評的立場に立っ

て読むことで文章の理解が深まることもあります｡こと

ばの意味の意味を考えつつ文章を読んでいくべきです｡

そして､これらを実践するために読書会を導入します｡

読書会の詳説は割愛しますが 1.読書会では意見をひ

とつにまとめきらず違いをそのまま残しておく｡ 2.秦

材文の内容だけに限らず､関連ある (と思う)ことをな

んでも話し合える｡ 3.他人がする読み方､解釈をあり

ありと知ることができ､みんなで読みを深められる｡

以上のようなことを特筆しておきます｡30分弱と短

い時間になりますが､自発的で有意義な会の進行を望み

ます｡

なお､今回の素材文として ｢新撰算用 青年演説討

論五千題｣ (衆栄堂発行､明治42年)から ｢英語学校

に於ての演説｣｢早婚の利害｣｢耶蘇教の我が国へ入るの
利害｣｢金力と智力と何れか揮ぶか｣などの文章を用い
る予定です｡この本には100年前の日本で行われた多数

の演説が収録されています｡当時の世相や思考方法､現

代との違いが鮮明であること､慣れない文体であるため

かえって注意深く読むことができること､現代文授業と

のかかわり 等々のことを考えて題材を選びました｡

教科書の内容主題からいささか離れる授業となります

が､多くの気付きを促す一時間を作りたいと思います｡

授業観察から

山下の授業の ｢違い｣を ｢時間軸｣で捉えた視点に､

新鮮さを兄いだした生徒も多くいたと感じている｡ 西洋

人によるスピーチの出だしをいくつか紹介して､その論

の構成の違いを焦点化した授業も考案していた｡その内

容は､以前､別の題材で扱った ｢主流のアメリカ人思考

や発表パターンは直線に似ている｣という論理パターン

に対して､｢日本人は､文脈に対する依存度がより高く､

話題についてストレートに話すより､回りくどく話すこ

とを重視する｣という円状の論理パターンとの比較を考

えていた｡しかし､山下は､もう一つの授業案であった

｢時間軸｣における日本での違いの授業を行った｡｢新撰

薯用 青年演説討論五千題｣ (緊栄堂発行､明治42年)

から ｢英語学校に於ての演説｣｢耶蘇教の我が国へ入る
の利害｣｢金力と智力と何れか揮ぶか｣の3つの文章を
用いて､グループごとの話し合いを主な授業の流れとし

て進めて行った｡日本語の話し合いであるので､生徒た

ちは､それぞれの意見を交わしあっていた｡英語で行う

ことも生徒たちの能力では､ある程度は可能であろう

が､内容が英語運用能力内に限定されてしまうため､本

質に迫ることはできないであろう｡ このような日本語で

の授業により､教科書本文で確認した ｢違い｣を､単な

る知識として捉えるのに留まらない思考の発展性が､そ

こには共有されていた｡また､｢共有知識｣としての財

産が､教科書本文とその原典であることの重要性を確認

できた｡ある一定の枠組みの中で話題を進めることによ

り､話題の出発点と方向性が守られた中で行われること

が可能となる｡ この授業にも､英語の授業では深めるこ

とができない ｢気づき｣と生徒たちの知識､そして ｢知

的好奇心｣に触れることができたと観察した｡

授業後の記録 (本人自筆)

授業を終えて

高野佑磨

授業をする前､50分間ほぼ話 し続けるという方針に

いささかの不安を感じていました｡自分の話すことがお

もしろいかどうか､人の興味を引けるかどうかわからな

かったからです｡

しかし､授業が終わってみると､意外にも､感動した

とか､もっといろいろなことを学びたいと思ったなど

と､ポジティブな感想を言ってくれた人が多く､やって

よかったと思いました｡

今回の授業において､自分の考えを人前で話すという

こと自体が貴重な経験であることは言うまでもありませ

んが､私はそれ以上のものを得ることができたと思いま

す｡普段の生活の中で､友達と ｢学ぶとはどういうこと

か｣なんていう話題には絶対になりません｡しかし､授

業をした後にみんなから話を聞いていると､同じような

考えを持っている人も少なからずいたようでした｡こう

いう機会が与えられなければ､いささか堅苦しいと思わ

れる内容の話はできないので､みんなと意見を交換でき

たことは本当によかったと思っています｡｢普段､英文

は読んで終わってしまうけれど､今回はその内容につい

て深く考えることができて､よかったし､それが楽しかっ

た｣というようなことも言われたので､授業をすること

の目的も果たされたものだと思います｡

最後に､授業が終わったあと､｢ありがとう!｣と声
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をかけてくれる人もいました｡感謝しなければならない

のは私の方で､今回このような場を設けてくれた先生､

その後でいろいろな話をしてくださった先生方､授業を

協力的に受け､ねぎらいの言葉をかけてくれ､更には､

私自身にも新たな ｢気づき｣を与えてくれた友達には､

本当に感謝しています｡

授業を終えて

山下 耕

授業2日前ぐらいまで授業の内容が固まっていなかっ

た｡というのは､有意義な時間のために何をするべきか

の迷いがあったからだ｡そして｢相手と共有したいこと｣

がなかなか決まらず ｢そもそも私は何を伝えたいんだろ

うか｣と頭を悩ませているあたり､普段の学びが受身ば

かりであることを痛感した｡やはり魅了的な時間を他人

に提供するというのは難しいものだ｡だからこそ授業時

間を私が進行したという経験そのものよりも､それの企

画案出や準備での自問自答から得るものが大きかったと

思う｡ 結局たどり着いたのは自分の強みを生かすこと､

読書会である｡みんなの反応を予想しながら準備を進め

た｡

当日は生徒が予想以上の興味を示してくれて (みんな

やさしい !)こちらも肩の力を抜いて進めることができ

た｡教師ばかりが授業を作るのではなく､生徒と教師の

相互作用で授業空間が作られていることを実感｡今回の

授業相手が1年半の付き合いのある仲間でなかったら､

まったく違う場になっていただろう｡ 授業は生き物だ

な｡つまるところ､議論が盛況であってヒットしたなと

いう実感が何よりうれしかった｡興味の要因は､知的好

奇心をそそる ｢本物｣を用意したことではないか｡

進め方の評価としては 班活動という常套手段を用い

て生徒の自主性に任せながらも自分も班の会話に加わっ

ていくことで､ほどよい距離感 ･影響を保つことができ

た｡しかし､班編成の指示が不十分で人数差ができ不適

当だったところもあった｡ 前半のおはなしを削って後半

の読書会を5分でも多くとればよかったかもしれない｡

ほんとうに時間が惜しまれる｡

最後に､アンケートの中から印象深かった感想を挙げ

る｡

･違いを受け入れることは大事だなと改めて感じまし

た｡

･自由に話し合うということで強い主張に無理にあわせ

る必要がなく､楽しめた｡

･結論をひとつに決めなくてよい気楽さがよく､議論が

盛り上がった｡

･単に読んだら ｢そうなんだ｣だけで終わるけれど､皆

の意見を知って､違いを感じたし自分がいかに考えて

いるかがわかった｡だけど違いがあるから､だからど

うなるのか､それがわからなくなった｡

･日本史選択の人に時代背景を教えてもらいました｡理

系ですが楽しめました｡

林先生､すぼらしい機会を下さってありがとうござい

ました｡

時間を用意する先生側が大変だとは思いますが､この

ようなチャンスをぜひ後輩 (次の3年生)にも与えてあ

げてください｡きっと深い学びを得ると思います｡

匝衰]
3年間で､生徒の ｢英語運用能力｣と ｢言語と文化｣

に対する関心を､どこまで引き上げることができるであ

ろうか｡そこに｢日本語でなら表現できる知識と知的好

奇心｣を､英語という1教科の中で結びつけることがで

きるであろうか｡教科書の内容によっては､生徒の方が

各科目で学習した日本語による豊かな知識と､そこから

生まれる知的好奇心を持ち備えている｡ そこに､この3

年間の英語 Ⅰ･英語Ⅱ･英語READINGの指導の目標
を設定した｡2年生までで､教科書に記載されている内

容を理解し､その要約を人に英語で伝え､さらに文字で

表すことができる指導を心がけてきた｡英語 Ⅰでは､英

語のかたまりを意識させた授業､英語Ⅱでは､自分の言

葉と論の展開を課題づけた指導をパターン化した授業形

態の中で行ってきた｡3年生の英語READING･の授業に

おいては､その延長線上にあるものは何であるのか､普

通教育の中の英語教育のスタンスと､その指導目標はど

こに置かれるのかを探った｡ひとつの授業観とその目標

が､｢生徒の知的好奇心への揺さぶり｣｢共有知識の基で
行う日本語でなら表現できるやりとり｣の2点に焦点を

当てた授業実践に踏み切った｡特に､後者の ｢共有知識

の基で｣を授業者である林は大切にした上での実践であ

る｡

大学でも､あるテーマを英語で議論するとき､PRE-

DISCUSSIONは日本語で行い､その次に英語でのキー

ワードとキーフレーズの確認を自他ともに行なってか

ら､英語によるDISCUSSIONに入っていく｡この過程
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音読 ･暗唱が生み出す英語で表現できる力 (質と量)の育成とその先

はとても大切であると考える｡ 我々にとっては､英語は

生活言語でもなく学習言語でもない｡方法として使える

英語の語柔と表現が限られていれば､その中で行える英

語による内容のレベルは､日本語で行なうレベルより数

段劣るであろうものであろう｡ 現在の日本の普通教育を

行っている学校での英語教育は､これでいいとすべきで

あろうか｡イマージョン教育では､どこまで英語で行う

ことが必要であろうか｡また､英語で理解させ表現させ

る必要性はどこまであるのか､それは高校の英語教育の

範噂でどこまで達成させればいいのであろうか｡どのよ

うな場を与えれば､どの程度の語桑と表現を与えれば､

また､どの程度の時間を保障すれば､英語で知的好奇心

に見合った内容を表現できるようになるのであろうか｡

日本語では､より数段上を占めるであろう知識が､英

語という ｢ベール｣のもと､表現できないもどかしさを

感じ､その必要性と関心を砲かなくなってしまう生徒が

いる｡ 教科書に記載されているそれぞれの分野に関し

て､高い知的好奇心を持っている生徒もいるであろう｡

英語で書かれた文章を ｢読み流して｣それでおしまいと

いう受験期-の対策になってしまっている生徒もいる｡

時期的には､それも必要である｡しかし､｢その先｣､英

語は､メッセージを伝えるひとつの言語でありうるとい

う可能性を､生徒の意識の中に投げかけたいと思ってい

る｡ 普通教育の中での英語教育に ｢学びのサイエンス｣

を意識させた-実践である｡

今後も "Englishisthedressofthought"を目指した

授業を創造していきたい｡
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